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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第７期

第２四半期連結
累計期間

第８期
第２四半期連結
累計期間

第７期
第２四半期連結
会計期間

第８期
第２四半期連結
会計期間

第７期

会計期間

自  2010年
     ３月１日
至  2010年
     ８月31日

自  2011年
     ３月１日
至  2011年
     ８月31日

自  2010年
     ６月１日
至  2010年
     ８月31日

自  2011年
     ６月１日
至  2011年
     ８月31日

自  2010年
     ３月１日
至  2011年
     ２月28日

売上高 (百万円) 33,200 32,992 15,855 16,385 73,254

経常利益又は
経常損失（△）

(百万円) △1,656 △2,156 △3,091 △2,714 114

四半期(当期)
純損失（△）

(百万円) △1,717 △2,764 △3,123 △2,913 △1,131

純資産額 (百万円) ― ― 22,436 20,370 23,149

総資産額 (百万円) ― ― 39,151 36,244 39,735

１株当たり純資産額 (円) ― ― 275.33 251.09 284.97

１株当たり四半期
(当期)純損失金額（△）

(円) △30.13 △34.21 △48.70 △36.06 △16.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 56.8 56.0 57.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,211 △3,018 ― ― △222

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △102 △805 ― ― 935

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,687 △6 ― ― 2,202

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 12,044 8,741 12,570

従業員数 (名) ― ― 1,533 1,496 1,480

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、「３ 関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

新規

山東如意科技集団有限公司との合弁会社を設立し、関係会社といたしました。

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有

割合(％)
関係内容

(持分法適用関連会社)
 
北京瑞納如意時尚商貿有限公司
 

 
中華人民共和国
北京市朝陽区

 
1,000百万円

 
中国国内でのアパレ
ル製品及び雑貨の企
画・販売
 

 
30.0

 
役員の兼任あり

(注) 　資本金は登録資本金の額を記載しております。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 2011年８月31日現在

従業員数(名)
1,496
(4,025)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 2011年８月31日現在

従業員数(名)
582

(3,538)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

衣服等繊維製品関連事業 2,480 ―

(注) １　金額は、製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当社グループは、受注による生産は行っておりません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

衣服等繊維製品関連事業 16,365 ―

その他の事業 19 ―

合計 16,385 ―

(注) １　「その他の事業」は、保険業務等の売上高であります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（2011年６月１日から2011年８月31日まで）におけるわが国経済は、東日

本大震災の影響により急激に個人消費が落ち込むとともに、雇用情勢の悪化、電力供給の不足、株価の低

迷、円高などにより、景気は先行き不透明な状況で推移いたしました。

当アパレル業界におきましても、４月中旬以降は緩やかに回復したものの、震災後の消費マインドの落

ち込みから個人消費が低迷し、厳しい商況が続きました。
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当社グループでは、基幹ブランドを中心に宣伝販促並びに売場改装等の投資を積極的に行い、当期をス

タートいたしました。３月に売上高が大きく減少したものの、夏物商戦において、百貨店やＧＭＳ向けメ

ンズ衣料が、スーパークールビズ関連をはじめとするカジュアル商品を中心に好調に推移いたしました。

このようなことから、前年同四半期に対して売上高は下回り、営業損失、経常損失並びに四半期純損失は

増加いたしましたが、予想数値に対しては、売上高は若干下回ったものの、営業損失、経常損失並びに四半

期純損失はいずれも改善いたしました。

この結果、当社グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は163億８千５百万円（前年同四半期比

3.3%増）、営業損失は28億１千５百万円(前年同四半期は29億７千万円の営業損失)、経常損失は27億１千

４百万円(前年同四半期は30億９千１百万円の経常損失)、四半期純損失は29億１千３百万円（前年同四

半期は31億２千３百万円の四半期純損失）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて34億９千１百万円減少し、362億

４千４百万円となりました。これは、現金及び預金の減少等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて７億１千２百万円減少し、158億７千３百万円となりました。これ

は、未払費用の減少等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて27億７千８百万円減少し、203億７千万円となりました。これは、

四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減少等によるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、第１四半期連結

会計期間末に比べ15億１千４百万円減少し、87億４千１百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金は、18億８千８百万円の減少（前年同四半期

は６億４千万円の減少）となりました。これは、税金等調整前四半期純損失となりましたが、売上債権の

減少による増加、たな卸資産の減少による増加及び仕入債務の減少などによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金は、３億７千６百万円の増加（前年同四半期

は６千３百万円の減少）となりました。これは、定期預金の払い戻しによる収入などによるものでありま

す。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金は、２百万円の増加（前年同四半期は37億３

千８百万円の増加）となりました。これは、短期借入による収入などによるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

(3) 重要な設備計画の完了

　

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
投資額
(百万円)

完了年月

㈱レナウン
本社他
(東京都品川区他)

衣服等繊維製品
関連事業

売場設備改修等 192011年６月～８月

(注)　上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2011年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2011年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 80,947,83480,947,834
　東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 80,947,83480,947,834― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2011年８月31日 ― 80,947,834 ― 17,005 ― 5,751
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(6) 【大株主の状況】

　 　 2011年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

SHANDONG RUYI SCIENCE &
TECHNOLOGY GROUP CO.,LTD.
(山東如意科技集団有限公司）

RUYI INDUSTRIAL PARK HIGH－TECH ZONE
JINING CITY,SHANDONG PROVINCE,CHINA
(中国山東省済寧市高新区如意工業園)

333,333 41.18

ネオラインホールディングス株式会
社

東京都港区虎ノ門１丁目７―１２　虎ノ門
ファーストガーデン12階

77,821 9.61

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 17,855 2.21

資産管理サービス信託銀行株式会社
（証券投資信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番１２号　晴海ア
イランドトリトンスクエア　オフィスタワーZ
棟

14,439 1.78

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８―１１ 5,921 0.73

株式会社ルック 東京都目黒区中目黒２丁目７番７号 4,637 0.57

ニシキ株式会社 大阪府大阪市中央区釣鐘町１丁目４―６ 4,125 0.51

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４ 3,950 0.49

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１―１ 3,731 0.46

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目１８―２４ 3,731 0.46

計 ― 469,545 58.01

(注) １　所有株式数は、百株未満を切り捨てて表示しております。

２　資産管理サービス信託銀行株式会社及び日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の信託業務に係る株式

数については、当社として把握することができないため記載しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 2011年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式

152,000
― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

80,283,600
802,836 ―

単元未満株式
 普通株式

512,234
― ―

発行済株式総数 80,947,834― ―

総株主の議決権 ― 802,836 ―

(注)  １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含　　

　　　　

　　まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が40株含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が次のとおり含まれております。

　　　自己保有株式　株式会社レナウン　　96株

　

　

② 【自己株式等】

　 　 2011年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社レナウン

東京都品川区西五反田
８丁目８番20号

152,000 ― 152,000 0.19

計 ― 152,000 ― 152,000 0.19

(注)  このほか、株主名簿上は旧株式会社レナウン名義となっていますが、実質的に所有していない株式が当第２四半

期末現在100株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
2011年
　３月 　４月 ５月 　６月 　７月 　８月

最高(円) 219 178 164 155 169 203

最低(円) 101 138 143 133 146 124

(注)  株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

　　　該当事項はありません。

　
(2) 退任役員

　　　該当事項はありません。

　
(3) 役職の異動

　

役員の氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

神保　佳幸

取締役上席執行役員経営統括本
部長兼管理本部長兼業務推進部
長兼海外事業部長

取締役上席執行役員経営統括本
部長兼管理本部長兼海外事業部
長

2011年８月１日

取締役上席執行役員経営統括本
部長兼管理本部長兼業務推進部
長

取締役上席執行役員経営統括本
部長兼管理本部長兼業務推進部
長兼海外事業部長

2011年９月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年

内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(2010年６月１日から2010年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計

期間(2010年３月１日から2010年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半

期連結会計期間(2011年６月１日から2011年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(2011年３月１

日から2011年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(2010年６月１日

から2010年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(2010年３月１日から2010年８月31日まで)に係

る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(2011年６月１日から2011年８月31日まで)及び当

第２四半期連結累計期間(2011年３月１日から2011年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、

新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(2011年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

(2011年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,858 12,643

受取手形及び売掛金 6,775 7,893

有価証券 163 153

商品及び製品 7,290 6,720

仕掛品 817 580

原材料及び貯蔵品 751 680

繰延税金資産 2 0

その他 2,377 1,565

貸倒引当金 △170 △175

流動資産合計 26,867 30,063

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,275 9,318

減価償却累計額 △6,078 △7,691

建物及び構築物（純額） 1,197 1,627

機械装置及び運搬具 1,183 1,192

減価償却累計額 △946 △946

機械装置及び運搬具（純額） 237 246

土地 1,116 1,414

その他 2,603 2,552

減価償却累計額 △2,130 △2,105

その他（純額） 472 446

有形固定資産合計 3,023 3,734

無形固定資産

その他 277 279

無形固定資産合計 277 279

投資その他の資産

投資有価証券 2,882 2,558

差入保証金 2,566 2,500

繰延税金資産 20 14

その他 817 770

貸倒引当金 △211 △185

投資その他の資産合計 6,075 5,658

固定資産合計 9,376 9,672

資産合計 36,244 39,735
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(2011年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

(2011年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,641 5,925

短期借入金 100 105

未払費用 2,585 3,511

未払法人税等 214 346

繰延税金負債 69 －

返品調整引当金 732 821

賞与引当金 106 95

事業構造改善引当金 218 542

その他 482 396

流動負債合計 10,148 11,743

固定負債

繰延税金負債 377 230

退職給付引当金 4,664 4,493

役員退職慰労引当金 9 10

その他 673 108

固定負債合計 5,724 4,842

負債合計 15,873 16,586

純資産の部

株主資本

資本金 17,005 17,005

資本剰余金 21,791 21,791

利益剰余金 △18,776 △16,012

自己株式 △125 △124

株主資本合計 19,895 22,659

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 542 335

繰延ヘッジ損益 △220 △106

為替換算調整勘定 69 136

評価・換算差額等合計 391 365

少数株主持分 84 124

純資産合計 20,370 23,149

負債純資産合計 36,244 39,735
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2010年３月１日
　至 2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2011年３月１日
　至 2011年８月31日)

売上高 33,200 32,992

売上原価 19,048 19,292

売上総利益 14,151 13,699

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,781 2,295

貸倒引当金繰入額 － 20

従業員給料 7,056 7,062

賞与引当金繰入額 76 80

福利厚生費 1,433 1,441

その他 5,449 5,166

販売費及び一般管理費合計 15,798 16,066

営業損失（△） △1,646 △2,367

営業外収益

受取利息 6 8

受取配当金 95 37

受取地代家賃 167 235

その他 138 125

営業外収益合計 408 407

営業外費用

支払利息 25 1

株式交付費 232 －

退職給付費用 67 67

持分法による投資損失 10 9

その他 82 118

営業外費用合計 418 196

経常損失（△） △1,656 △2,156

特別利益

賞与引当金戻入額 89 －

その他 10 －

特別利益合計 100 －

特別損失

固定資産売却損 － 153

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 197

災害による損失 － ※1
 227

事業撤退損 62 －

移転費用 17 －

その他 － 27

特別損失合計 80 605

税金等調整前四半期純損失（△） △1,636 △2,762

法人税、住民税及び事業税 80 44

法人税等調整額 △1 △2

法人税等合計 78 41

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,804

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1 △39

四半期純損失（△） △1,717 △2,764
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　【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 2010年６月１日
　至 2010年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 2011年６月１日
　至 2011年８月31日)

売上高 15,855 16,385

売上原価 10,891 11,454

売上総利益 4,964 4,930

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 830 857

従業員給料 3,641 3,710

賞与引当金繰入額 76 50

福利厚生費 683 669

その他 2,703 2,457

販売費及び一般管理費合計 7,934 7,746

営業損失（△） △2,970 △2,815

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 20 28

受取地代家賃 83 81

その他 88 105

営業外収益合計 196 219

営業外費用

支払利息 12 0

株式交付費 232 －

退職給付費用 33 33

持分法による投資損失 6 9

為替差損 － 29

その他 31 45

営業外費用合計 317 118

経常損失（△） △3,091 △2,714

特別利益

賞与引当金戻入額 89 －

その他 10 －

特別利益合計 100 －

特別損失

固定資産売却損 － 153

災害による損失 － ※1
 16

事業撤退損 62 －

移転費用 17 －

その他 － 27

特別損失合計 80 197

税金等調整前四半期純損失（△） △3,072 △2,912

法人税、住民税及び事業税 50 7

法人税等調整額 △1 △8

法人税等合計 49 △0

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,912

少数株主利益 1 1

四半期純損失（△） △3,123 △2,913
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2010年３月１日
　至 2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2011年３月１日
　至 2011年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,636 △2,762

減価償却費 257 300

貸倒引当金の増減額（△は減少） △127 20

受取利息及び受取配当金 △102 △46

支払利息 25 1

固定資産売却損益（△は益） － 153

固定資産除却損 31 10

株式交付費 232 －

持分法による投資損益（△は益） 10 9

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 197

賞与引当金の増減額（△は減少） 9 10

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △398 △324

退職給付引当金の増減額（△は減少） 157 166

売上債権の増減額（△は増加） 2,100 1,134

たな卸資産の増減額（△は増加） 292 △876

仕入債務の増減額（△は減少） △1,500 △302

その他の流動資産の増減額（△は増加） 36 △230

その他の流動負債の増減額（△は減少） △548 △64

その他 △29 △329

小計 △1,189 △2,930

利息及び配当金の受取額 113 49

利息の支払額 △25 △1

法人税等の支払額 △109 △135

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,211 △3,018

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4 △504

定期預金の払戻による収入 56 524

有形固定資産の取得による支出 △126 △285

有形固定資産の売却による収入 12 36

投資有価証券の取得による支出 － △5

出資金の払込による支出 － △45

事業譲渡による支出 － △485

貸付けによる支出 △109 △71

貸付金の回収による収入 93 73

その他 △22 △42

投資活動によるキャッシュ・フロー △102 △805
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2010年３月１日
　至 2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2011年３月１日
　至 2011年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △28 △5

長期借入金の返済による支出 △50 －

株式の発行による収入 3,767 －

自己株式の取得による支出 △1 △0

リース債務の返済による支出 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,687 △6

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,344 △3,829

現金及び現金同等物の期首残高 9,700 12,570

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 12,044

※1
 8,741
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  2011年３月１日  至  2011年８月31日)

１．持分法の適用に関する事項

の変更

持分法適用関連会社

(1) 持分法適用関連会社の変更

当第２四半期連結会計期間より、北京瑞納如意時尚商貿有限公司を新た

に設立したことから、持分法の適用の範囲に含めております。

(2) 変更後の持分法適用関連会社の数

４社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　2008年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　2008年３月31日）を適用してお

ります。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞ

れ17百万円増加し、税金等調整前四半期純損失は214百万円増加しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は79百万円

であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　2011年３月１日　至　2011年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　2008年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（2009年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自　2011年６月１日　至　2011年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　2008年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（2009年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  2010年３月１日
至  2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  2011年３月１日
至  2011年８月31日)

―――――――― ※１　災害による損失

東日本大震災により被災した資産の修繕に係る費

用、営業休止期間中の固定費等であります。

　

前第２四半期連結会計期間
(自  2010年６月１日
至  2010年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  2011年６月１日
至  2011年８月31日)

―――――――― ※１　災害による損失

東日本大震災により被災した資産の修繕に係る費

用等であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　2010年３月１日
至　2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2011年３月１日
至　2011年８月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(2010年８月31日現在)

現金及び預金勘定 12,495百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △450百万円

現金及び現金同等物 12,044百万円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(2011年８月31日現在)

現金及び預金勘定 8,858百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △117百万円

現金及び現金同等物 8,741百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(2011年８月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  2011年３月１日  至 

2011年８月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 80,947,834

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 152,096

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　2010年６月１日　至　2010年８月31日）

「衣服等繊維製品事業」の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損失

の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　2010年３月１日　至　2010年８月31日）

「衣服等繊維製品事業」の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損失

の金額の合計額に占める割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　2010年６月１日　至　2010年８月31日）

全セグメントの売上高の合計額に占める本国の割合が90％を超えているため、記載を省略しておりま

す。

　

前第２四半期連結累計期間（自　2010年３月１日　至　2010年８月31日）

全セグメントの売上高の合計額に占める本国の割合が90％を超えているため、記載を省略しておりま

す。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　2010年６月１日　至　2010年８月31日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　2010年３月１日　至　2010年８月31日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業について

は、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

2009年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  2008年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末（2011年８月31日）

現金及び預金並びに未払費用が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連

結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価
(百万円)

差額
(百万円)

(1)現金及び預金 8,858 8,858 ―

(2)未払費用 2,585 2,585 ―

(注) 金融商品の時価の算定方法

(1)現金及び預金、並びに(2)未払費用

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(2011年８月31日)

前連結会計年度末
(2011年２月28日)

　 　
　 251円 9銭
　

　 　
　 284円97銭
　

　
２  １株当たり四半期純損失金額

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自　2010年３月１日
至　2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2011年３月１日
至　2011年８月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △30円13銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額(△) △34円21銭

同左

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　2010年３月１日
至　2010年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2011年３月１日
至　2011年８月31日)

四半期純損失(△)(百万円) △1,717 △2,764

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(△)(百万円) △1,717 △2,764

普通株式の期中平均株式数(株) 56,993,911 80,796,609

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自　2010年６月１日
至　2010年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　2011年６月１日
至　2011年８月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △48円70銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額(△) △36円 6銭

同左

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　2010年６月１日
至　2010年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　2011年６月１日
至　2011年８月31日)

四半期純損失(△)(百万円) △3,123 △2,913

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(△)(百万円) △3,123 △2,913

普通株式の期中平均株式数(株) 64,135,525 80,796,207
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月15日

株式会社レナウン

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　長　　坂　　　　　隆　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　　　　晶　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社レナウンの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レナウン及び連結子会社の平成22年

８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
2011年10月14日

株式会社レナウン

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　長　　坂　　　　　隆　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　　　　晶　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　安　　永　　千　　尋　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社レナウンの2011年３月１日から2012年２月29日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2011年

６月１日から2011年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2011年３月１日から2011年８月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レナウン及び連結子会社の2011年８

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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